
これからも

おいしい水をお届けします

秋田市上下水道局

カンちゃん



構 造 形 式 鉄筋コンクリート造り

形 状 寸 法

有効容量

既設配水池：６，８００ｍ3×4池(計 27,200ｍ3)

増設配水池：６，８００ｍ3×2池(計 13,600ｍ3)

合 計：６，８００ｍ3×6池(計 40,800ｍ3)

有効水深：３．４ｍ

計 装 設 備

緊急遮断弁：ウェイト閉鎖式電動復帰型（φ７００）

水位計：投込み式液面計

手形山配水場増設工事は、平成８年度から１５年度完成をめどに行われた「緊急時給水拠点確保

事業」の第２期計画として、平成１３年度から３カ年計画で実施されたものです。

この事業は、災害時の貯水機能の増強を図るために、手形山配水場の有効容量をそれまでの

27,200ｍ3から 40,800ｍ3に増量したもので、これにより本市における全体貯水量は113,025

ｍ3となり、計画一日最大配水量139,000ｍ3に対して、19.5 時間分が確保されました。

なお、増設した配水池は、阪神・淡路大震災レベルの地震にも耐えられる構造となっており、ま

た水質を適正に保つため、池の中に壁を設け滞留を防ぐ構造となっています。

○所在地 秋田市手形字大松沢地内

○工事費 約１５億６，０００万円

○工 期 平成１３年 ８月３１日 ～ 平成１６年 ３月１５日




